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氏名：福林 良典（ふくばやし よしのり），昭和 48 年 12 月 8 日生 

勤務先：〒600-8213 京都市下京区東塩小路向畑町 20-13 

    プレサンス京都駅前 502 

 特定非営利活動法人道普請人 理事 

 Tel&Fax : 075-343-7244, E-mail : yfukurin@gmail.com 

 

（学歴） 

 平成元年  4 月 私立 洛星高校 入学 

 平成 4 年  2 月 私立 洛星高校 卒業 

 平成 4 年  4 月 京都大学 工学部 交通土木工学科 入学 

 平成 8 年  3 月 京都大学 工学部 交通土木工学科 卒業 

平成 8 年 4 月 京都大学大学院 工学研究科 土木システム工学専攻 入学 

 平成 10 年 3 月 京都大学大学院 工学研究科 土木システム工学専攻 修了 

 平成 16 年 10 月 京都大学大学院 工学研究科 都市社会工学専攻 博士課程 入学 

 平成 19 年 3 月 京都大学大学院 工学研究科 都市環境工学専攻 転専攻 

 平成 19 年 9 月 京都大学大学院 工学研究科 都市環境工学専攻 認定退学 

  

（職歴） 

 平成 10 年 4 月 株式会社フジタ 入社 

 平成 16 年 5 月 株式会社フジタ 退社 

 平成 17 年 3 月 ジオテク・トランスファー㈱ 入社 

 平成 21 年 2 月 ジオテク・トランスファー㈱ 退社 

 平成 19 年 12 月 特定非営利活動法人 道普請人 設立 

 

（学位・資格・賞罰等） 

 平成 19 年 11 月 京都大学博士（工学） 

「「土のう」による住民参加型未舗装道路整備手法の開発と貧困削減に向けた基礎

的研究」 

 平成 12 年 11 月 甲種火薬類取扱保安責任者 

  平成 13 年 3 月 コンクリート技士 

 平成 13 年 12 月 測量士補 

 平成 14 年 2 月 一級土木施工管理技士 

 平成 16 年 1 月 技術士補 

 平成 20 年 4 月 平成 19 年度 地盤工学会関西支部 社会貢献賞 

 

 

（所属学会等） 

 土木学会，地盤工学会，国際開発学会 

 

（業務経験等） 

 次頁参照 



様式-６（その２） 　

従事期間 現地業務

件　　名 対象国 発注者 担当業務 （年月からカ月） 参加期間
（年月からカ月）

1) 海外における類似業務

コミュニティ道路整備ADB/ 東ティモール 技プロ JICA 労働集約工法/ 2012.7～ 2012.7～
JFPR協調プロジェクト 適正技術指導 20ヶ月 4ヶ月

2011.3~ 2011.3~
2ヶ月 2ヶ月

小規模園芸農民組織強化・ ケニア 技プロ JICA 参加型農村 2012.4~ 2012.4~
振興ユニットプロジェクト インフラ開発 1.1ヶ月 0.8ヶ月

2012.1～ 2012.1～
2.33ヶ月 2ヶ月

2011.2～ 2011.2～
1ヶ月 1ヶ月

タンザニア国LBT研修能力強化プ
ロジェクト（第5年次）

タンザニア 民活技プロ JICA パイロットプロ
ジェクト（メン
テナンス）

2010.9～
　　　   　2.5ヶ月

2010.9～
　　   　　2.5ヶ月

ADB GRANT NO.9130-
PNG(JFPR):
Extending the Socioeconomic
Benefits of an Improved Road
Network to Roadside Communities

パプア
ニューギニ
ア

JFPR (日本
貧困削減基
金）

アジア開発
銀行

プロジェクトマ
ネージャー、コ
ミュニティ道
路・インフラ整
備

2009.9～、
　   　48ヶ月

2009.10～
        延21.6ヶ月

業務経験
フィリピン国における土のうを
利用した雨季対応型小規模イン
フラ整備支援調査

フィリピン 調査 国土交通省 農村インフラ
専門家

2009.8～
　　  　 7ヶ月

2010.1～
　　　　   0.5ヶ月

平成20年度フィリピンにおける
土のう利用型小規模インフラ整
備普及調査業務

フィリピン 調査 国土交通省 農村インフラ
専門家

2008.12～
　　　   4ヶ月

2008.12～
　　  　0.5ヶ月

LBT研修能力強化プロジェクト タンザニア 民活技プロ JICA 「土のう」工法 2008.3～ 2008.3～
専門家 0.3ヶ月 0.3ヶ月

業務等
小規模園芸農民組織強化計画 ケニア 技プロ JICA 農村インフラ 2009.2～ 2009.2～

従事経歴 整備担当 8ヶ月 8ヶ月
専門家 2008.3～ 2008.3～

6ヶ月 6ヶ月
2007.3～ 2007.3～

2ヶ月 2ヶ月

2) 国内における類似業務

豊中市少路南土地区画整理事業
に伴う整地工事

日本
豊中市少路
南土地区画
整理組合

施工管理
2003.6～
　　　12ヶ月

2003.6～
　　　12ヶ月

第二東名高速道路中一色川橋
（下部工）工事

日本
日本道路公
団

施工管理
2000.7～
　　　13ヶ月

2000.7～
　　　13ヶ月

中央自動車道（改築）大鶴工事
（その1、その2） 日本

日本道路公
団

施工管理
1998.5～
　　　27ヶ月

1998.5～
　　　27ヶ月

著書、 研　究　等
研究等 ・開発途上国農村部における貧困削減に向けた未舗装道路改修方法(共著）（土木学会論文集C）

・パプアニューギニア農村部での「土のう」による住民参加型未舗装道路整備手法の適用(共著）（地盤工学ジャーナル）

・開発途上国農村部の小規模インフラ整備に向けた技術移転手法の開発（共著）（土木学会論文集C）

著　　書
・人びとの自信とやる気を引き出すインフラ整備（共著）（土木学会誌）

・民に感謝される日本の「土のう」技術，パプアニューギニアー日本人が見た南太平洋の宝島（田中辰夫編）
・工学としての途上国開発ー土木工学の新しい方向性ー（共著）（土木学会誌）

・Spot Improvement using "Do-nou"Technology, The 14th Regional Seminar for Labour Based Practioners, ILO, Ghana, 2011. （共著）

ISSMGE Bulletin, Volume 5, Issue No.4, 2011.　（共著）

・  The do-nou method: Encouraging Groups of Smallholder Horticulture Farmers to Take Responsibility for theMaintenance of Rural
Access Roads in Kenya, Journal of Developments in Sustainable Agriculture 7, 2012.（共著）

(氏名：　福　林　良　典）　

技術ｻｰﾋﾞｽ
の種類

・「土のう」による住民参加型農道整備手法の開発と実践によるコミュニティ活性化へのアプローチ（共著）（国際開発研究）

・Change Life, Motivate People: An approach for poverty reduction by maintaining rural roads in developing countries, Technical News,

・ Improvement of Rural Access Roads in Developing Countries with Initiative for self-reliance of communities,
 Soils and Foundations, Japanese Geotechnical Society, Vol.54, No.1, 2014. (共著）



学会での発表 
 

1. 国際会議 

1) Kimura, M., Yamanaka, T., Fukubayashi, Y., Boonyatee, T. and Yoshida, A. : Ultimate Behavior of 

Axially-Loaded Steel Piles Subjected to Cyclic Lateral Load, Proc. of the Int. Conf. on Foundation 

Failures, Singapore, pp.405-415, 1997-5． 

2) Kimura, M., Adachi, T., Yamanaka, T., Fukubayashi, Y. and Boonyatee, T. : Failure Mechanism of 

Laterally Loaded Concrete Piles by Centrifugal Model Tests, Proc. of the Int. Conf. on Foundation 

Failures, Singapore, pp.417-426, 1997-5． 

3) Kimura, M., Adachi, T., Yamanaka, T. and Fukubayashi, Y.: Failure mechanism of axially-loaded 

concrete piles under cyclic lateral loading, Proc. of the Int. Conf. Centrifuge 98, Tokyo, A.A.Balkema, 

pp.539-544, 1998-9. 

4) Kimura, M. and Fukubayashi, Y. : Establishment of Design for All-Weather Rural Access Road in East 

Africa Using Labor-Based-Technology for Empowerment of Agricultural Community, The Sixth 

ATWS KENYA CHAPTER International conference, Kenya, 2005-11. 

5) Kimura, M. and Fukubayashi, Y. : How to reduce poverty in the third world as a Geotechnical 

Engineer, Proc. of the 18th KKCNN Symposium on Civil Engineering, Kaohsiung, pp.207-212, 

2005-12． 

6) Fukubayashi, Y. and Kimura, M. : Participatory Method to Maintain the Unpaved Rural Access Roads 

with Do-nou in Developing Countries, Proc. of the 19th KKCNN Symposium on Civil Engineering, 

Kyoto, pp.365-368, 2006-12． 

7) Fukubayashi, Y. and Kimura, M. : An approach to expand the design of rural infrastructures with 

traditional do-nou technology in Philippines, Proc. of the 20h KKCNN Symposium on Civil 

Engineering, Jeju, pp.386-389, 2007-10． 

8) Fukubayashi, Y. and Kimura, M. : A New Method to Maintain Unpaved Rural Access Roads by 

Labour-Based Technology in Papua New Guinea, Proc. of the 10th Australia New Zealand Conference 

on Geomechanics, Brisbane, pp.330-335, 2007-10. 

9) Fukubayashi, Y. and Kimura, M. : Maintenance of Unpaved Road on Problematic Soil using Labor 

Based Technology in East Africa, Proc. of the 14th African Regional Conference for Soil Mechanics 

and Geotechnical Engineering, Yaounde, pp.253-260, 2007-11. 

10) Fukubayashi, Y. and Kimura, M. : Participatory Method to Maintain the Unpaved Rural Access Roads 

with Do-nou in Developing Countries, Proc. of the 13th Asian Regional Conference of Soil Mechanics 

and Geotechnical Engineering, Kolkata, pp.419-422, 2007-12. 

11) Kimura, M. and Fukubayashi, Y. : Geotechique for Rural Infrastructures to Empower Communities, 

Theme Lecture, Proc. of the 13th Asian Regional Conference of Soil Mechanics and Geotechnical 

Engineering, Vol.2 Post Conference Volume, Kolkata, India, pp.260-267, 2007-12.  

12) Kimura, M., Fukubayashi, Y. and Kiptanui J. A. Too : Civil Engineering in Tackling Poverty in Rural 

East Africa, Proc. of the 2nd International Civil Engineering Conference on Civil Engineering and 

Sustainable Development, Mombasa, pp.927-937, 2008-9． 



13) Kimura, M. and Fukubayashi, Y. : Civil engineering in tackling poverty reduction by labor-based road 

maintenance technology, Proc. of the Philippines-Japan Int. Symp. On Urban-Rural Environmental 

Sustainability and Scio-economic Development, pp.55-63, Laoag, Philippines, 2009-3. 

14) Kimura, M. and Fukubayashi, Y. : An Approach to Maintain the Rural Infrastructure in Developing 

Countries, Proc. of -JSPS AA Science Platform Program- The 2nd Seminar on infrastructure 

technologies for sustainable development, Dar es Salaam, pp.S1-S6, 2009-9． 

15) Kimura, M. and Fukubayashi, Y.: How to initiate communities in developing countries into self road 

maintenance, Proc. of the 17th International Conference on Soil Mechanics and Geotechnical 

Engineering, ISSMGE, Vol.3, pp.2653-2656, Alexandria, 2009-10. 

16) Fukubayashi, Y. and Kimura, M. : Do-nou Technology for Rural Road Maintenance in Developing 

Countries, Proc. of the 14th Asian Regional Conference of Soil Mechanics and Geotechnical 

Engineering, HongKong, pp.442-447, 2011-5. 

17) Kimura, M. and Fukubayashi, Y.: Applications of Participatory Road Maintenance using “Do-nou” 

Technology in Kenya, Proc. of the 15th African Regional Conference for Soil Mechanics and 

Geotechnical Engineering, Maputo, pp.476-481, 2011-7. 

18) Inoue, K., Orikasa, M., Kadooka, S., Sakai, J., Fukubayashi, Y. and Kimura, M.; Spot Improvement 

using “Do-nou” Technology, Proc. of the 14th ILO Seminar for Labour Based Practitioners, Acura, 

2011-9. 
 

2. 国内会議 
 

1) 木村 亮・福林良典：繰返し水平荷重を受けた場所打ち杭の終局挙動に関する実験的研究，

平成 8 年度土木学会関西支部年次学術講演会講演概要，Ⅲ-11，1996． 

2) 木村 亮・福林良典：繰返し水平荷重を受けた場所打ち杭の終局挙動に関する実験的研究，

第 31 回地盤工学研究発表会発表講演集，pp.1753-1754，1996-7． 

3) 木村 亮・福林良典・吉田 敦：軸力を考慮した鋼管群杭の水平耐力に関する実験的研究，

平成 9 年度土木学会関西支部年次学術講演会講演概要，Ⅲ-24，1997． 

4) 木村 亮・福林良典・吉田 敦：軸力を考慮した 4 本鋼管群杭の水平耐力に関する遠心模型

実験，第 32 回地盤工学研究発表会発表講演集，pp.1561-1562，1997． 

5) 木村 亮・福林良典・張 鋒：側方流動を受ける単杭の挙動解析，第 32 回地盤工学研究発表

会発表講演集，pp.1577-1578，1997． 

6) 木村 亮・福林良典・吉田 敦：軸力を受ける鋼管 4 本群杭の保有水平耐力に関する遠心模

型実験，土木学会第 52 回学術講演会講演概要集，第Ⅲ部門，pp.44-45，1997．  

7) 木村 亮・福林良典：繰返し水平荷重を受ける鋼管群杭基礎の変形挙動(その 1)，第 33 回地

盤工学研究発表会発表講演集，pp.1501-1502，1998．  

8) 木村 亮・福林良典：繰返し水平荷重を受ける鋼管群杭基礎の変形挙動(その 2)，第 33 回地

盤工学研究発表会発表講演集，pp.1503-1504，1998． 

9) 福林良典・木村 亮：繰返し水平荷重を受ける鋼管群杭基礎の変形挙動，土木学会第 53 回学

術講演会講演概要集，第Ⅲ部門，pp.74-75，1998． 

10) 木村 亮・福林良典・喜田 清：アフリカ貧困削減に対する地盤工学分野からのアプローチ



手法の提案，第 40 回地盤工学会研究発表会講演集，pp.1-2，2005-7． 

11) 木村 亮・福林良典・喜田 清：アフリカ貧困削減に向けた地盤工学分野からのアプローチ

手法の提案，第 60 回土木学会学術講演会講演概要集，第Ⅲ部門，pp.801-802，2005-9． 

12) 福林良典・木村 亮：農村接続道路の住民参加型改修方法の開発と実践，国際開発学会第 7

回春季大会報告論文集，pp.101-104, 2006-6. 

13) 福林良典・木村 亮・岩本洋介・喜田 清：「土のう」による未舗装道路整備手法の開発 ‐

実物大走行試験‐，第 41 回地盤工学会研究発表会講演集，pp.25-26，2006-7． 

14) 福林良典・木村 亮・岩本洋介・三宅喜久恵：「土のう」による未舗装道路整備手法の開発 ‐

パプアニューギニアにおける実施例‐，第41回地盤工学会研究発表会講演集，pp.27-28，2006-7． 

15) Kimura, M. and Fukubayashi Y. : Participatory Method to Maintain the Unpaved Rural Roads with 

Do-nou in Papua New Guinea, Proceedings of the 61th JSCE Annual Meeting（第 61 回年次学術講演

会概要集，土木学会），pp.187-188，2006-9． 

16) 木村 亮・福林良典：パプアニューギニアにおける住民参加型未舗装道路整備手法の提案と

実践，第 17 回国際開発学会全国大会報告論文集，pp.362, 2006-11. 

17) 木村 亮・福林良典：フィリピンの州立大学との学生参加型道路改修による大学連携，国際

開発学会第 8 回春季大会報告論文集，pp.111-114, 2007-6. 

18) 福林良典・木村 亮：パプアニューギニアにおける住民参加型未舗装道路整備手法の技術提

案と農村コミュニティのエンパワーメントへの展開，国際開発学会第 8 回春季大会報告論文

集，pp.115-118, 2007-6. 

19) 福林良典・木村 亮・三宅喜久恵：パプアニューギニアでの住民参加による未舗装道路整備

の実践と維持管理体制の構築，第 42 回地盤工学会研究発表会講演集，pp.9-10，2007-7． 

20) Fukubayashi Y., Kimura, M., Miyake, K., Shirley C. Agripus and Kita, K. : The New Approaches for 

the International Cooperation from University, Proceedings of the 62th JSCE Annual Meeting（第 62

回年次学術講演会概要集，土木学会），pp.139-140，2007-9． 

21) 木村 亮・福林良典・相川次郎・喜田 清・本庄由紀：ケニア共和国における農民の小規模

インフラ整備実施能力向上に向けた「土のう」による未舗装道路整備の実践，第 18 回国際開

発学会全国大会報告論文集，pp.124-127，2007. 

22) 木村 亮・福林良典：工学からの貧困削減に向けた新しいアプローチ手法，第 9 回春季大会

報告論文集，pp.57-60，2008-6．  

23) 木村 亮・福林良典：ウガンダにおける住民参加型道路整備手法の技術移転，第 43 回地盤工

学研究発表会講演集，pp.229-230，2008-7． 

24) 木村 亮・福林良典：「土のう」による「道普請」の精神での開発途上国農村インフラ整備，

土木学会第 63 回年次学術講演会講演概要集，pp.159-160，2008-9． 

25) 木村 亮・福林良典：パプアニューギニア山間部農村で住民参加型農道整備手法は有効か？，

国際開発学会，第 10 回春季大会報告論文集，pp.129-130，2009-6． 

26)  木村 亮・福林良典：開発途上国農村の未舗装道路坂部の車両通行性をいかに確保するか，

第 44 回地盤工学研究発表会講演集，pp.983-984, 2009-8. 

27) 木村 亮・福林良典：地方大学と連携した「土のう」による簡便インフラ整備手法の技術移

転，土木学会第 64 回年次学術講演会講演概要集，pp.119-120，2009-9． 



28) 木村 亮・福林良典：開発途上国農村地域の活性化に向けた地盤工学からのアプローチ，第

54 回地盤工学シンポジウム平成 21 年度論文集，pp.205-210, 2009-11. 

29) 木村 亮・福林良典・喜田 清・本庄由紀・松本 葉：参加型農道整備手法の技術移転によ

る生活改善に向けた住民意識改革，第 20 回国際開発学会全国大会報告論文集，pp.390-393, 

2009-11. 

30) 木村 亮・福林良典：小規模農村インフラ整備に向けた適正技術と地方大学を通した技術移

転手法，第 21 回国際開発学会全国大会報告論文集，pp.181-184, 2010-12. 

31) 木村 亮・福林良典：パプアニューギニア山間部のコミュニティによる農道整備活動を促進

するアプローチ手法，第 12 回国際開発学会春季大会報告論文集, 2011-6. 

32) 木村 亮・福林良典：ケニア農村部における住民参加による環境保全に向けたアプローチ, 第

22 回国際開発学会全国大会報告論文集 2011-11. 

33) 木村 亮・福林良典：パプアニューギニア山間部コミュニティの社会経済開発に向けた生活

道路整備，第 13 回国際開発学会春季大会報告論文集, 2012-6. 

34) 木村 亮・本庄由紀・福林良典：開発途上国の農民組織による未舗装道路整備の取組みは BOP

ビジネスになりうるか‐ケニア、ウアシンギシュ県における農民組織の事例‐，第 14 回国際

開発学会春季大会報告論文集, 2013-6. 

 

査読付論文 

 

1) 福林良典・木村 亮：開発途上国農村部における貧困削減に向けた未舗装道路改修方法, 土木
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